






筆者らは先きに,小児慢性肝炎における遊離アミノ酸の動態を検討して,1)血漿

では 2,3 の必須アミノ酸と非必須アミノ酸がそれぞれに増加していること 2)

白血球では,逆にすべての遊離アミ/酸が減少していることを報告した(心身障

害の発生防止に関する小児環境学的研究,研究報告書,286～295頁,昭和50年)。

今回はこれらの遊離アミノ酸の病的動態が,アミノ酸製剤の投与によってどの

ように変化するかを明らかにし,その臨床的意義を追究しようと試みた。


